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相模原や飯田の強み・取組み
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相模原の強み
■良好な住環境と豊かな⾃然
・丹沢⼭地、相模川、相模湖
・都心のベッドタウン
■成⻑分野
・ロボット
■製造業の集積
・電⼦回路、電気計測器などの電気機械系
・半導体・フラットパネルディスプレイ製造装置等の一般機械系
■⼤学、研究機関が多数⽴地、製造業が集積
・⼤学は⻘⼭学院⼤学相模原キャンパスなど6校

■生活支援ロボットの実用に向けた研究開発や実証実験
・「さがみロボット産業特区」の取り組み
■広域的な物流ネットワークや観光ルートの形成
・圏央道と高速バス等を活用した広域交通ネットワークの拠点となり、広
域的な物流ネットワークや観光ルートを形成

■まちづくり
・リニア駅が設置される橋本駅周辺地区と相模原駅周辺地区を一体の広域
交流拠点とするまちづくり

■橋本駅周辺︓「産業の活⼒と賑わいがあふれる交流拠点の実現」
・リニア駅との近接性を活かして、産業交流施設（会議室、展⽰スペース
等）、イノベーション拠点、⼤規模商業施設、ホール等を想定

■相模原周辺︓「安⼼とゆとりのある⽂化・⾏政が集積する中枢業務拠
点の実現」

・相模総合補給廠一部返還地に、国際会議や企業研修などMICE誘致可能な
床面積3〜8ha規模のコンベンション施設を想定

■豊かな⾃然、⾥⼭の暮らし
・中央アルプス、南アルプス、天⻯川
■多様なものづくり
・精密機械、⾦属加⼯、⾷品、⽔引
■成⻑分野
・航空宇宙、メディカルバイオ
■少量多品種の農作物
・市田柿、なし、りんご
■食⽂化
・焼き肉、和菓⼦、五平餅、等

飯田の強み

■全国の⼤学や研究者との連絡会議（学輪IIDA）
・多様な人材が地域と連携してまちづくりに参画する知のネットワークづ
くり ※学輪IIDA全国52⼤学113名のメンバーで構成される会議

■研究開発・イノベーションの拠点作り
・産業振興と人材育成の拠点（エス・バード）の整備
・中部圏を核とするアジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区やナレッ
ジ・リンクの一翼を担う、田園型学術研究都市づくりに向けた取組

■交流の⼀⼤拠点地域
・南信州広域連合が、コンベンションセンター・アリーナ等の整備、ＭＩ
ＣＥの誘致やインバウンド対応による国際交流について検討

■若者が帰ってこられる産業をつくる
・地域の産業を支える研究開発機能の拠点施設整備、等
■⼈の流れをつくる（移住・定住・⼆地域居住）
・市内の市⺠農園の利用など農ある暮らしなど飯田ならではのライフスタ
イルの提案、等

飯田のリニアを活用した取組み 相模原のリニアを活用した取組み

〇隣接するリニア駅のある相模原及び飯田の強み・取り組みを以下に⽰す。
名古屋 岐阜県駅 ⻑野県駅

飯田市
⼭梨県駅 神奈川県駅

相模原市
品川

出典：飯田市未来デザイン会議「飯田市未来ビジョン策定に向けた検討」（2015）
国土交通省「スーパー・メガリージョン構想検討会 最終とりまとめ」（2019）
飯田市「リニア駅周辺整備基本計画」（2017）

出典：相模原市「さがみはら産業振興ビジョン」（2016）
国土交通省「スーパー・メガリージョン構想検討会 最終とりまとめ」（2019）
相模原市「相模原市広域交流拠点整備計画」（2016）



⼭梨県の都市計画区域マスタープランの検討状況

2出典：第7回マスタープラン委員会（2019年1月21日） 会議資料1（その4）より抜粋

〇リニア中央新幹線の開業や⽴地適正化計画制度の創設などを踏ま
え、都市計画審議会内にマスタープラン委員会を設置して、都市
計画区域マスタープランの改定を実施。

〇リニア⼭梨県駅周辺の北側・⻄側は市街地、南側・東側は農業・
共⽣地域、優良農地が広がる。

（地図拡⼤）



オフィス⽴地の可能性が⾼まる要因（オフィス、本社等）
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オフィス選びで重視した項目

〇オフィス選びで重視した項目として、
「賃料」、「面積」、「最寄駅」からの近
さ、「通勤の便・通勤時間の短さ」と回答
した割合が半数を超える。

※2016〜2017年頃に、ザイマックスグループが管理運営するオフィスビルに新規入居したテナン
ト企業、ザイマックスインフォニスタの仲介により新規入居した企業206社の有効回答

出典：ザイマックス不動産総合研究所TOPIC REPORT「オフィス移転にみる企業行動
と働き方改革」（2018年3月）

重視する条件（施設別・複数回答）

出典：帝国データバンク「地方創生に関する投資意向調査」（2015年8月6日）

○施設別にみたアンケート結果では、本社では、
交通利便性、既存⾃社施設の⽴地状況、
支店・営業所では、交通利便性、得意先の⽴
地状況が重視する条件としてあげられている。



オフィス⽴地の可能性が⾼まる要因（ベンチャー、ITサービス）
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ベンチャー企業が将来オフィスを移転するとした場合
に重視すること

ベンチャー企業がオフィス⽴地する際の住環境
の重視度と内容

〇ベンチャー企業全体では、①オフィス賃料が
安い（スペースが確保できる）、②顧客・取
引先に近い、③⽴地のステータス性がある、
④住環境がよい等を重視。

○同様に、住環境の重視度の内容をみると、①
職場との距離が近い、②治安がよい、③空間
的にゆとりがある、を重視する傾向が高いと
している。

出典：中部地方整備局「中部の地域づくり委員会」中間とりまとめ（2019）より抜粋 出典：中部地方整備局「中部の地域づくり委員会」中間とりまとめ（2019）より抜粋



地方への移住の意向と⼆地域居住に対する関⼼

5

〇20〜40歳代の半数以上が「地方に移住してもよいと思う」または「どちらかといえば思う」
との意向がみられる。

〇二地域居住に関しては、「静かに暮らすことができる」、「豊かな⾃然にふれあえる」ことが
⼤多数であるとしている。

出典：「スーパー・メガリージョン構想検討会 最終とりまとめ」（2019）


